
令和元年９月１８日 

水管理・国土保全局 

 

令和元年防災功労者内閣総理大臣表彰の受賞者が決定！ 

～国土交通省関係では、３個人及び２２団体が受賞～ 
 

令和元年防災功労者内閣総理大臣表彰※の受賞者（５個人、８４団体）を内閣

府において、決定しました。このうち国土交通省関係は、土砂災害防止活動、

豪雨災害に対する水防活動、緊急災害対策活動（TEC-FORCE による被災自治体

支援活動）に著しい功績があったとして、３個人及び２２団体が表彰されるこ

とになりました。 

なお、表彰式の日程等については、内閣府から別途発表があります。 
 

※ 防災功労者内閣総理大臣表彰は、『「防災の日」及び「防災週間」について』（昭和５７年５月   

１１日閣議了解）に基づき、災害時における人命救助や被害の拡大防止等の防災活動の実施、平時   

における防災思想の普及又は防災体制の整備の面で貢献し、特にその功績が顕著であると認められ 

る団体又は個人を対象として行われるものです。 

 

 

国土交通省関係の受賞者（３個人及び２２団体） 

（１）土砂災害防止活動関係・・・１個人及び１団体 

  ［防災体制の整備］ 

   ・国立大学法人 東京大学 名誉教授 

鈴木
す ず き

 雅一
まさかず

＜京都府＞ 

・那智勝浦町
なちかつうらちょう

教育委員会 ＜和歌山県＞ 

 

（２）水防活動関係・・・２個人及び１７団体 

  ［防災体制の整備］ 

   ・関東学院大学 名誉教授 

宮村
みやむら

 忠
ただし

 ＜東京都＞ 

［防災思想の普及］ 

   ・株式会社東北通信メンテナンス（水防専門家） 

鈴木
す ず き

 隆
りゅう

三
ぞう

 ＜福島県＞ 

 

 

 

 

 

内 閣 府 

同時発表 



［災害現場での顕著な防災活動］ 

  （平成３０年７月豪雨） 

・福知山市
ふ く ち や ま し

消防団 ＜京都府＞ 

   ・舞鶴市
まいづるし

消防団長連絡協議会 ＜京都府＞ 

 ・美作市
みまさかし

消防団 ＜岡山県＞ 

・郡上市
ぐじょうし

消防団 ＜岐阜県＞ 

・岐阜市
ぎ ふ し

水防協会 ＜岐阜県＞ 

・亀岡市
かめおかし

消防団 ＜京都府＞ 

・鳥取市
とっとりし

消防団 ＜鳥取県＞ 

・飛驒
ひ だ

市
し

消防団 ＜岐阜県＞ 

・内子町
うちこちょう

消防団 ＜愛媛県＞ 

・関市
せ き し

消防団 ＜岐阜県＞ 

・下呂市
げ ろ し

消防団 ＜岐阜県＞ 

・広島市
ひろしまし

安佐北
あ さ き た

消防団 ＜広島県＞ 

・広島市
ひろしまし

安芸
あ き

消防団 ＜広島県＞ 

・呉市
く れ し

消防団 ＜広島県＞ 

・福山市
ふくやまし

消防団 ＜広島県＞ 

・大洲市
お お ず し

消防団 ＜愛媛県＞ 

・西予
せ い よ

市
し

消防団 ＜愛媛県＞ 

 

（３）緊急災害対策活動関係(TEC-FORCE による被災自治体支援活動)・・・４団体 

  ［災害現場での顕著な防災活動］ 

  （平成３０年７月豪雨及び平成３０年北海道胆振東部地震） 

・緊急災害対策派遣隊(TEC-FORCE) ＜国土交通省＞ 

・緊急災害対策派遣隊(TEC-FORCE) ＜国立研究開発法人土木研究所＞ 

  （平成３０年北海道胆振東部地震） 

・緊急災害対策派遣隊(TEC-FORCE) ＜国立研究開発法人建築研究所＞ 

・緊急災害対策派遣隊(TEC-FORCE) 

＜国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所 港湾空港技術研究所＞ 

 

 
【問い合わせ先】国土交通省 水管理・国土保全局 代表 03-5253-8111 

 （１）土砂災害防止活動関係 直通 03-5253-8466, Fax03-5253-1610 

    砂防部 砂防計画課 寺岡、長﨑（内線 36122,36165） 

（２）水防活動関係 直通 03-5253-8460, Fax03-5253-1603  
    河川環境課 水防企画室 坂本、富沢（内線 35452,35458）  

 （３）緊急災害対策活動関係（TEC-FORCE 関係） 

直通 03-5253-8461, Fax03-5253-1608 
防災課 災害対策室 菊池、高田（内線 35822,35824） 



（１）土砂災害防止活動関係

個人［防災体制の整備］

職 業

団体［防災体制の整備］

名 称

所在地

教育長　 岡田　秀洋

和歌山県東牟婁郡那智勝浦町

代表者

功　績　概　要

氏 名
鈴木　雅一
すずき　まさかず

功績の概要

　同氏は、砂防学及び森林水文学に多数の研究業績を上げてこられた。特に、土砂
災害発生に関する降雨指標の研究の草分け的な存在であり、タンクモデル、実効雨
量を用いた土砂災害発生の危険雨量や、がけ崩れ発生と降雨の関係に関する研究成
果は、土砂災害警戒避難の指標検討に活用され、発表後３０年以上経過した現在で
も多くの研究論文に引用されている。
　また、国土交通省が設置した「土砂災害対策懇談会」や「河川砂防技術基準検討
委員会」の委員を務められたほか、平成２５年１０月に伊豆大島で発生した土砂災
害では、東京都が設置した「伊豆大島土砂災害対策検討委員会」や「伊豆大島火山
砂防基本計画検討委員会」の委員長を務められ、多くの技術的な助言やとりまとめ
を行った。
　学術関係では、砂防学会会長等の要職を歴任され、「深層崩壊」を初めて定義
し、その対応策等について砂防学会として提言を行うなど、その評価は極めて高
い。
　このように、同氏は砂防に関する学術研究に献身するとともに、その成果を踏ま
え砂防行政へ有用な提言を行うなど、防災体制の整備に多大な貢献をしてきた。

　同委員会は、平成１３年８月の台風１１号による豪雨災害を教訓に、平成１４年
より町内の小学校１校を皮切りに防災学習を開始した。その後、平成１７年以降
は、有識者を講師とした町民向けの防災講習会を開始した。さらに、甚大な被害を
もたらした平成２３年の紀伊半島大水害後には防災教育の体制を強化し、町内の各
小中学校で防災学習を実施するなど、同委員会が中心となり、内容の充実を図り、
町内の防災教育を推進している。
　また、平成２３年の紀伊半島大水害後、災害対応の貴重な経験や被災体験者の体
験談等をとりまとめた記録誌、啓発映像（大人向け、子供向け）を順次制作し、町
内で開催されるイベントで公開・上映し、防災学習などに毎年活用している。な
お、和歌山県が設置した土砂災害啓発センターでは、これらの資料を活用し、地域
住民や県内外の児童・生徒の防災学習、観光客への災害実態の普及啓発を行ってい
る。
　このように、同委員会は外部有識者を講師とした防災講習会、児童・生徒・一般
住民を対象とした防災学習会を積極的に開催し、地域の防災力向上に大きく貢献し
てきた。

国立大学法人東京大学名誉教授

功績の概要

那智勝浦町教育委員会



（２）水防活動関係

個人［防災体制の整備］

職 業

個人［防災思想の普及］

職 業

団体［災害現場での顕著な防災活動］

（平成３０年７月豪雨）

名 称

所在地

団長 池澤　徹

名 称

所在地

会長 瀬野　和美

代表者

株式会社東北通信メンテナンス

功績の概要

　平成７年以降、水防工法指導員として、また、平成２７年以降は水防専門家とし
て、２３年間にわたり、福島県を中心に毎年実施される阿賀川の水防演習、福島県
水防訓練において水防工法の指導を行うとともに、水防団に対し水防工法の指導を
行っている。これまで指導を行った団体は延べ１５０団体を数え、水防技術の向
上、伝承、普及に多大な貢献をした。

氏 名

福知山市消防団

京都府福知山市

鈴木　隆三

代表者

功績の概要

功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年７月５日から７日にかけて、
延べ１，６８１名が土のう積み工を用いた水防活動とともに、河川等の警戒巡視、
住民の避難誘導、住民の救助を行い、人命の安全確保と被害の軽減に多大な貢献を
した。

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年７月４日から１０日にかけて、
延べ７２６名が土のう積み工を用いた水防活動とともに、河川等の警戒巡視、住民
の救助を行い、人命の安全確保と被害の軽減に多大な貢献をした。

舞鶴市消防団長連絡協議会

京都府舞鶴市

すずき　りゅうぞう

氏 名
みやむら　ただし

宮村　忠

関東学院大学名誉教授

功績の概要

 平成４年から平成２９年までの２６年間、通算１８回にわたり、茨城県、栃木県、
群馬県、埼玉県、千葉県にて開催された利根川水系連合・総合水防演習において、
解説者として河川、流域の特性や水害の歴史及び水防工法の解説を行うとともに、
住民を対象とした防災講演会において、水防の重要性を含む地域防災の意識の浸透
に資する講演を行い、水防技術の向上、伝承、普及に多大な貢献をした。



名 称

所在地

団長 永井　秀一

名 称

所在地

団長 山田　悟

名 称

所在地

会長 戸本　敏夫

名 称

所在地

団長 中井　和寿

名 称

所在地

団長 相良　正人

岐阜県郡上市

岡山県美作市

美作市消防団

代表者

代表者

郡上市消防団

功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年６月２９日から７月１５日にかけて、
延べ３，５３０名が土のう積み工を用いた水防活動とともに、河川等の警戒巡視、
住民の避難誘導を行い、人命の安全確保と被害の軽減に多大な貢献をした。

功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年７月５日から７日にかけて、
延べ２，００９名が土のう積み工を用いた水防活動とともに、河川等の警戒巡視、
住民８名の救助を行い、人命の安全確保と被害の軽減に多大な貢献をした。

岐阜市水防協会

岐阜県岐阜市

代表者

功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年７月５日から９日にかけて、
延べ２，０２０名が月の輪工、シート張り工及び釜段工を用いた水防活動ととも
に、河川等の警戒巡視、排水活動、陸閘閉鎖を行い、人命の安全確保と被害の軽減
に多大な貢献をした。

亀岡市消防団

京都府亀岡市

代表者

功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年７月５日から８日にかけて、
延べ１，０６２名が土のう積み工、シート張り工を用いた水防活動とともに、河川
等の警戒巡視、排水活動、住民の避難誘導を行い、人命の安全確保と被害の軽減に
多大な貢献をした。

鳥取市消防団

鳥取県鳥取市

代表者

功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年７月５日から８日にかけて、
延べ１，４２３名が土のう積み工を用いた水防活動とともに、河川等の警戒巡視、
排水活動を行い、人命の安全確保と被害の軽減に多大な貢献をした。



名 称

所在地

団長 蒲　義博

名 称

所在地

団長 篠﨑　耕太郎

名 称

所在地

団長 多田　壽夫

名 称

所在地

団長 無笹　聡

名 称

所在地

団長 小田　重男

飛驒市消防団

岐阜県飛驒市

代表者

功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年７月５日から８日にかけて、
延べ１，３３６名が土のう積み工を用いた水防活動とともに、河川等の警戒巡視、
住民の避難誘導を行い、人命の安全確保と被害の軽減に多大な貢献をした。

内子町消防団

愛媛県喜多郡内子町

代表者

功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年７月６日から７日にかけて、
延べ１，０４６名が土のう積み工を用いた水防活動とともに、住民の避難誘導を行
い、人命の安全確保と被害の軽減に多大な貢献をした。

関市消防団

岐阜県関市

代表者

功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年７月５日から１６日にかけて、
延べ１，６８６名が土のう積み工を用いた水防活動とともに、河川等の警戒巡視、
水門閉鎖、住民の避難誘導、住民７名の救助を行い、人命の安全確保と被害の軽減
に多大な貢献をした。

下呂市消防団

岐阜県下呂市

代表者

功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年６月２９日から７月８日にかけて、
延べ１，７５７名が土のう積み工を用いた水防活動とともに、河川等の警戒巡視、
排水活動、住民の避難誘導を行い、人命の安全確保と被害の軽減に多大な貢献をし
た。

広島市安佐北消防団

広島県広島市安佐北区

代表者

功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年７月５日から７日にかけて、
延べ７２６名が土のう積み工を用いた水防活動とともに、河川等の警戒巡視、
住民２４名の救助を行い、人命の安全確保と被害の軽減に多大な貢献をした。



名 称

所在地

団長 小鷹狩　修

名 称

所在地

団長 上瀬　雅晴

名 称

所在地

団長 延近　敬弘

名 称

所在地

団長 矢野　正祥

名 称

所在地

団長 廣瀬　吉孝

広島市安芸消防団

広島県安芸郡海田町

代表者

功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年７月６日から８日にかけて、
延べ３０２名が土のう積み工を用いた水防活動とともに、河川等の警戒巡視、
住民の避難誘導、住民１名の救助を行い、人命の安全確保と被害の軽減に多大な貢
献をした。

呉市消防団

広島県呉市

功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年７月６日から７日にかけて、
延べ１，３８５名が月の輪工を用いた水防活動とともに、河川等の警戒巡視、樋門
操作、住民の避難誘導、住民３８０名の救助を行い、人命の安全確保と被害の軽減
に多大な貢献をした。

代表者

功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年７月６日から９月３０日にかけて、
延べ９１７名が土のう積み工を用いた水防活動とともに、河川等の警戒巡視、
住民約１００名の救助を行い、人命の安全確保と被害の軽減に多大な貢献をした。

福山市消防団

広島県福山市

代表者

西予市消防団

愛媛県西予市

代表者

功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年７月６日から７日にかけて、
延べ１，５５７名が土のう積み工を用いた水防活動とともに、河川等の警戒巡視、
排水活動、住民の避難誘導、住民４７名の救助を行い、人命の安全確保と被害の軽
減に多大な貢献をした。

功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、平成３０年７月６日から１２日にかけて、
延べ６，８５５名が土のう積み工を用いた水防活動とともに、河川等の警戒巡視、
排水活動、住民の避難誘導、住民４２名の救助を行い、人命の安全確保と被害の軽
減に多大な貢献をした。
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（３）緊急災害対策活動関係

団体［災害現場での顕著な防災活動］

（平成３０年７月豪雨及び平成３０年北海道胆振東部地震）
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功績の概要

　国立研究開発法人建築研究所緊急災害対策派遣隊は、建築物を中心とした被害状
況を把握し必要な対策等に活かすため、国土技術政策総合研究所と合同で高度な知
見を有する専門家を派遣し、木造建築物、鉄筋コンクリート造等建築物、地盤につ
いて調査を実施した。
　現地調査を受けて、平成３０年北海道胆振東部地震の特性や倒壊・大きな変形を
生じた建築物の特徴などを取りまとめた調査報告を迅速に公表したほか、むかわ町
役場庁舎の被災箇所について、安全対策に係る助言をするなど、自治体における早
期の復旧・復興に関する計画策定や対策工法の検討に資する技術的支援を実施する
など地域の防災力向上や迅速な復興に大きく貢献した。

国土交通省緊急災害対策派遣隊

東京都千代田区霞が関

国立研究開発法人建築研究所緊急災害対策派遣隊

茨城県つくば市

功績の概要

　国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所　港湾空港技術研究所の緊急災害
対策派遣隊は、地震発生翌日の平成３０年９月７日早朝に苫小牧港へ派遣された。
　これは、１９９５年兵庫県南部地震の際の神戸港の液状化被害をはじめ、国内外
での災害調査の経験を有し、大型模型実験による被害メカニズムの解明や対策工法
の開発などの研究実績、復旧工事への助言を行ってきた豊富な経験、知見を基に、
苫小牧港の港湾施設の点検・被災調査、被災施設の復旧等に関する高度な技術指導
を実施したものである。
　特に、液状化による広域の噴砂・陥没・沈下・隆起メカニズムを明らかにすると共
に、同調査結果に基づき今後の復旧対策・管理指針を速やかに提示した功績は大き
い。
　従って、その活動は、苫小牧港国際コンテナターミナルの早期復旧に大きく貢献し
た。
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功績の概要

　平成３０年７月豪雨に際し、自治体所管施設の被災状況調査を実施し、激甚災害
指定の見込み公表の早期化に貢献するとともに、通行止め箇所の道路啓開や応急復
旧、浸水解消に向けた排水作業、流出土砂等の撤去など全力で地方公共団体への支
援を実施した。
　また、平成３０年北海道胆振東部地震に際し、自治体所管施設の被災状況調査を
実施し、激甚災害指定の見込み公表の早期化に貢献するとともに、厚真川の河道閉
塞箇所の緊急土砂撤去や土砂災害危険箇所の緊急点検、道路陥没や土砂崩落等に
よって通行不能となった道路啓開や応急復旧、被災建物の応急危険度判定など、全
力で被災自治体を支援した。
　国土交通省緊急災害対策派遣隊は、自治体所管施設の被害状況調査等を実施し、
その活動は、被災地の早期復旧に大きく貢献するとともに、被災自治体等から大き
な信頼を得ることにつながった。

国立研究開発法人　海上・港湾・航空技術研究所
港湾空港技術研究所緊急災害対策派遣隊
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国立研究開発法人土木研究所緊急災害対策派遣隊

茨城県つくば市
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功績の概要

　国立研究開発法人土木研究所緊急災害対策派遣隊は、平成３０年７月豪雨、同年
北海道胆振東部地震に対応するために、発災直後から専門家を派遣し、土砂崩れの
発生源調査および二次災害防止に係る高度な技術指導を実施した。その活動は、被
災地の早期復旧に大きく貢献するとともに、被災自治体等から大きな信頼を得るこ
とにつながった。


